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９
中
学
校
に
行
っ
て
も

　
　
絆
を
い
っ
そ
う
強
く

　
総
合
学
習
で
の
「
来
て
み
て

ハ
ッ
ピ
ー
、
神
余
ラ
ン
ド
」
と
い

う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
り
が
ヒ
ン
ト

に
な
り
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
豊
か
な
自
然
の
神
余
、
す
ご

い
！
学
校
、
す
ば
ら
し
い
農
業
、

ふ
れ
あ
い
広
場
、
神
余
マ
ッ
プ
、

神
余
の
伝
統
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

ひ
と
り
一
人
が
神
余
の
良
さ
を
伝

え
た
い
と
取
り
組
み
ま
し
た
。
毎

年
、
卒
業
文
集
を
作
り
ま
す
が
、

こ
の
時
の
知
識
や
技
能
を
活
か
し

て
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
し
た
ら
と
考

え
ま
し
た
。

　
Ｃ
Ｄ
を
制
作
し
た
子
ど
も
た
ち

は
「
長
文
を
入
力
す
る
の
が
大
変

で
し
た
。
画
面
の
背
景
を
つ
け
る

の
も
苦
労
し
た
」
「
自
分
の
足
で

歩
い
て
、
学
校
周
辺
の
写
真
を
撮

影
し
た
り
、
紹
介
す
る
文
を
貼
り

つ
け
て
、
や
っ
と
神
余
マ
ッ
プ
が

で
き
た
」
な
ど
の
意
見
が
出
て
い

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

た
時
に
は
、
神
余
は
す
ば
ら
し
い

所
、
こ
こ
は
こ
う
手
直
し
し
た
ら

な
ど
の
意
見
が
市
内
外
か
ら
た
く

さ
ん
寄
せ
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
も

驚
い
て
い
ま
す
。
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

と
違
い
デ
ー
タ
が
劣
化
し
な
い
の

で
、
Ｃ
Ｄ
に
は
運
動
会
、
修
学
旅

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

行
、
一
輪
車
パ
レ
ー
ド
、
６
年
生

を
送
る
会
な
ど
の
模
様
も
編
集
し

て
あ
り
ま
す
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
ど
ん
な
こ
と

が
で
き
る
の
か
を
実
際
に
使
い
な

が
ら
身
に
つ
け
ま
し
た
。
学
校
の

図
書
室
に
は
５
台
の
パ
ソ
コ
ン
が

あ
っ
て
、
自
由
に
使
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
授
業
中
で
も
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
調
べ
に
来
ま

す
。
便
利
な
道
具
だ
と
い
う
こ
と

を
認
識
で
き
る
し
、
何
よ
り
い
い

こ
と
は
、
み
ん
な
で
一
つ
の
も
の

を
作
り
上
げ
る
の
に
、
操
作
の
わ

か
る
子
が
わ
か
ら
な
い
子
に
教
え

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
み

ん
な
の
絆
が
い
っ
そ
う
、
強
く
な

る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

（
話
は
担
任
の
佐
野
清
先
生
）

　
昨
年
２
学
期
か
ら
総
合
学
習
の

時
間
を
使
い
、
６
年
間
の
思
い
出

を
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
ま
と
め
ま
し

た
。
神
余
小
で
の
思
い
出
を
胸
に

今
月
か
ら
中
学
生
に
。

市
民

シリーズ

121

　
　

192

館
山
市
国
分
地
区
に
、
美
し
い

椿
の
花
が
生
い
茂
っ
た
、
小
さ
な

塚
が
あ
り
ま
す
。

　

孝
子
塚
と
呼
ば
れ
る
こ
の
塚
に

祀
ら
れ
て
い
る
の
は
、
平
安
時
代

に
親
孝
行
で
朝
廷
か
ら
表
彰
さ
れ

た
伴
直
家
主
（
と
も
の
あ
た
い　

や
か
ぬ
し
）
と
い
う
人
で
す
。

し
ょ
く
に
ほ
ん
こ
う
ぎ

　

こ
の
こ
と
は
『
続
日
本
後
紀
』

と
い
う
本
の
巻
五
、
承
和
三
年(

八

三
六)

十
二
月
七
日
の
と
こ
ろ
に
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

安
房
国
に
住
む
伴
直
家
主
と
い

う
人
は
、
人
を
敬
う
心
を
持
っ
た

真
面
目
な
性
格
で
し
た
。
お
父
さ

ん
お
母
さ
ん
が
生
き
て
い
る
う
ち

は
親
を
と
て
も
大
切
に
し
、
孝
行

を
尽
く
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
両

親
が
亡
く
な
る
と
、
今
度
は
自
分

の
食
事
を
倹
約
し
て
親
の
た
め
に

立
派
な
お
墓
を
建
て
ま
し
た
。

ま
た
両
親
の
像
を
作
っ
て
、
生

き
て
い
た
と
き
と
同
じ
よ
う
に
食

事
を
供
え
、
一
日
中
仕
え
、
供
養

し
て
怠
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

神
余
小
を
先
月
卒
業
し
た
７
人

市民
シ
リ
ー
ズ

～ よ こ が お 編 ～

神余小卒業生の７人

こ
れ
が
い
つ
ま
で
も
続
い
た

の
で
、
人
々
に
知
れ
渡
り
、
や

が
て
都
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
朝
廷

の
お
耳
に
ま
で
達
し
ま
し
た
。

感
激
し
た
帝
は
「
こ
の
者
を

孝
子
と
呼
ん
で
、
生
涯
そ
の
税

金
を
免
除
し
て
あ
げ
る
よ
う

に
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

身
分
も
三
階
と
い
う
位
が
授

か
り
、
そ
の
家
の
入
口
に
は
朝

廷
か
ら
下
さ
れ
た
「
孝
子
の

門
」
と
い
う
大
き
な
旗
が
風
に

た
な
び
い
て
い
た
と
言
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
安
房
の
誇
り
で

あ
っ
た
孝
子
伴
直
家
主
で
す
が
、

千
年
と
い
う
時
の
流
れ
の
中
で
、

い
つ
し
か
地
元
で
も
忘
れ
去
ら
れ

て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。江

戸
時
代
、
家
主
を
な
ん
と
か

顕
彰
し
よ
う
と
考
え
た
国
府
村

い
し
く

（
三
芳
村
本
織
）
出
身
の
石
工

た
け
だ

せ
き
お
う

武
田
石
翁
は
、
調
査
を
重
ね
、
よ

う
や
く
孝
子
の
塚
を
探
し
出
し
ま

し
た
。

そ
し
て
、
事
跡
を
後
世
に
伝

え
、
孝
子
が
二
度
と
忘
れ
去
ら
れ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
と
、
大
勢

の
人
々
か
ら
寄
付
を
募
っ
て
塚
の

上
に
り
っ
ぱ
な
石
碑
を
建
立
し
ま

し
た
。
嘉
永
三
年(

一
八
五
〇)

の

こ
と
で
す
。

安
房
国
の
名
を
全
国
的
に
高
め

た
孝
子
伴
直
家
主
の
お
話
で
し
た

が
、
と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
親
孝

行
・
・
・
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

５
月
の
市
立
博
物
館
の
休
館
日
は

７
日
、
14
日
、
21
日
、
28
日
で
す
。

▲孝子の塚

国
分
寺
山
門
に
建
て
ら
れ
た
「
孝
子
の
里
」
の
碑

▲
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親
孝
行
し
て
ま
す
か
？

安
房
の
誇
り
　
こ
う
し

　
　
　
国
分
の
孝
子
塚 m u s e u m



み
ん
な
で
応
援
し
よ
う
！

　
　
　
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
館
山
後
援
会
設
立

月
を
か
け
て
、
地
元
８
人
の
編
集

委
員
が
発
刊
し
た
も
の
で
、
昨
年

300
部
製
本
さ
れ
ま
し
た
。
（
広
報

12

月
号
シ
リ
ー
ズ
市
民
で
も
紹

介
）
そ
の
後
地
区
内
外
か
ら
多
く

の
反
響
が
あ
り
、
追
加
発
刊
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
希
望
す
る
人
は
、
４
月
30
日
ま

で
に
九
重
地
区
公
民
館
（
!
24
―

６
４
８
１
、
月
・
木
・
金
に
職
員

が
い
ま
す
）
ま
た
は
編
集
委
員
長

　
黒
川
邦
保
（
!
22
―
９
０
０

９
）
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

１
冊
千

700
円
程
度
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

平成13年４月１日 ２３ だん暖たてやま

昨
年
11
月
か
ら
工
事
し
て
い
ま

し
た
庁
舎
玄
関
が
先
月
15
日
完
成

し
ま
し
た
。
現
在
の
庁
舎
は
昭
和

35
年
に
建
て
ら
れ
、
約
40
年
が
経

過
。
多
く
の
市
民
が
利
用
す
る
玄

関
入
り
口
の
全
面
改
修
と
ロ
ビ
ー

の
照
明
を
変
え
ま
し
た
。
特
に
全

て
の
扉
を
自
動
化
し
て
段
差
を
無

く
し
た
こ
と
で
、
障
害
を
持
っ
た

人
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
ま
す
。

工
事
費
：
約
３
千
万
円

　
先
月
10
日
、
南
総
文
化
ホ
ー
ル

で
「
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
館

山
後
援
会
」
の
設
立
総
会
が
開
催

さ
れ
、
地
元
少
年
野
球
チ
ー
ム
の

北
条
ス
タ
ー
ズ
、
那
古
ニ
ュ
ー
ス

タ
ー
ズ
な
ど
の
小
学
生
約
40
人
は

じ
め
、
約

200
人
の
市
民
が
、
住
民

を
挙
げ
て
ロ
ッ
テ
を
応
援
し
よ
う

と
気
勢
を
上
げ
ま
し
た
。

　
ロ
ッ
テ
が
館
山
キ
ャ
ン
プ
を
行

う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
平
成
８
年

か
ら
。
キ
ャ
ン
プ
に
は
、
多
く
の

市
民
が
応
援
に
駆
け
つ
け
る
ほ

か
、
少
年
野
球
教
室
や
サ
イ
ン
会

な
ど
、
選
手
と
市
民
と
の
ふ
れ
あ

い
も
年
々
深
ま
り
、
地
元
有
志

が
、
後
援
会
結
成
準
備
会
を
昨
年

設
立
。
千
葉
の
「
ふ
る
さ
と
球
団
」

を
め
ざ
す
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー

ン
ズ
を
市
民
レ
ベ
ル
で
応
援
し
て

い
こ
う
と
準
備
を
進
め
、
会
員
を

募
集
し
た
と
こ
ろ
、
市
内
外
か
ら

約
500
名
の
応
募
が
あ
り
、
設
立
総

会
の
開
催
に
い
た
り
ま
し
た
。

　
来
賓
の
後
藤
節
夫
球
団
代
表
が

「
優
勝
、
優
勝
と
叫
ば
れ
て
す
で

に
10
年
。
今
年
は
、
千
葉
の
シ
ン

ボ
ル
と
な
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
。
素
晴
ら
し
い
応
援
と
厳
し
い

目
で
球
団
を
励
ま
し
て
欲
し
い
」

と
、
あ
い
さ
つ
。
初
代
会
長
に
選

ば
れ
た
辻
田
市
長
も
「
南
房
総
地

域
あ
げ
て
、
応
援
し
て
い
き
た

い
」
と
力
強
く
激
励
。

　
人
気
マ
ス
コ
ッ
ト
「
マ
ー
く

ん
」
と
遊
ぼ
う
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

少
年
フ
ァ
ン
か
ら
お
気
に
入
り
選

手
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
な
ど
の
質

問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
す
で
に

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
地

区
公
民
館
な
ど
で
活
動
し
て
い
る

サ
ー
ク
ル
が
一
堂
に
集
う
「
サ
ー

ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
先
月

３
日
、
４
日
、
５
日
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
11
日
に
は
、

南
総
文
化
ホ
ー
ル
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
初
日
と
な
る
３
日

に
は
、
市
民
が
大
勢
詰
め
か
け
、

63
サ
ー
ク
ル
の
日
ご
ろ
の
成
果
に

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
生
涯
学
習
熱
の
高
ま
り
を
反
映

し
、
市
内
に
は
現
在
、

300
を
超
え

る
サ
ー
ク
ル
が
様
々
な
活
動
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
は
、
そ
れ
ら
の
サ
ー
ク
ル
が

集
い
、
日
ご
ろ
の
活
動
ぶ
り
を
見

て
も
ら
う
た
め
、
各
部
屋
を
う
ま

く
振
り
分
け
な
が
ら
、
毎
年
開

催
。
今
年
で
16

回
目
に
な
り
ま

す
。

　
会
場
に
は
、
水
墨
画
や
陶
芸
、

生
け
花
、
絵
手
紙
、
社
交
ダ
ン

ス
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど
数
々
の

サ
ー
ク
ル
が
競
う
よ
う
に
作
品
展

示
や
演
技
を
披
露
。
訪
れ
た
人
た

ち
も
「
と
て
も
趣
味
と
は
思
え
な

い
」
と
玄
人
は
だ
し
の
“
技
”
に

感
心
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
事
務
室
の
一
角
で
は
５

月
か
ら
予
定
し
て
い
る
２
千
人
規

模
の
Ｉ
Ｔ
講
習
会
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
を
兼
ね
た
「
Ｉ
Ｔ

ル
ー
ム
」
を
特
設
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
操
作
方
法
な
ど

を
指
導
し
て
い
ま
し
た
。

　
11
日
に
は
南
総
文
化
ホ
ー
ル
小

見
物
に
あ
る
休
暇
村
館
山
に
、

海
と
星
の
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン
を

テ
ー
マ
に
し
た
「
天
球
館
」
が
完

成
し
、
先
月
７
日
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
こ
の
天
球
館
は
、
日
本

宝
く
じ
協
会
の
助
成
を
受
け
て
宿

舎
に
隣
接
し
て
建
設
さ
れ
、
一
部

２
階
の
天
文
台
と
定
員
100
人
規
模

（
４
分
割
可
能
）
の
ホ
ー
ル
か
ら

な
り
、
延
床
面
積
は
510
㎡
で
す
。

　
天
文
台
の
１
階
に
は
、
２
階
の

天
体
望
遠
鏡
か
ら
の
映
像
を
写
し

出
す
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
が
あ
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
他
の
天
文
台

か
ら
の
映
像
も
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
映
像
装
置
や
液
晶
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
、
解
説
用
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
も
備
え
付
け
ら
れ
、
天

文
台
か
ら
の
映
像
を
見
な
が
ら
学

習
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
天
体

パ
ネ
ル
、
房
総
の
海
の
生
物
パ
ネ

ル
、
サ
ン
ゴ
の
標
本
、
海
ほ
た
る

の
飼
育
と
発
光
実
験
も
行
わ
れ
ま

す
。

　
２
階
は
、
直
径
４
メ
ー
ト
ル
の

天
体
観
測
ド
ー
ム
で
す
。
自
動
追

尾
装
置
や
制
御
・
画
像
取
り
込
み

用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
装
備
し
た
、

直
径
150
ミ
リ
の
屈
折
式
天
体
望
遠

鏡
を
完
備
し
、
惑
星
や
星
座
観
察

が
楽
し
め
ま
す
。

「
宿
泊
の
み
な
さ
ん
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
学
校
や
子
供
会
な
ど

も
大
歓
迎
で
す
。
積
極
的
に
使
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
、
田
辺
文
隆

支
配
人
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
休
暇
村
館
山

（
!
29
―
０
２
１
１
）
ま
で
。

休暇村館山に完成

63
サ
ー
ク
ル
の
成
果
見
て
く
だ
さ
い

ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
舞
踊
や
マ

ジ
ッ
ク
、
フ
ラ
メ
ン
コ
な
ど
14

サ
ー
ク
ル
の
発
表
会
も
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　
先
月
２
日
、
館
山
市
農
業
企
画

研
究
会
（
太
田
喜
明
会
長
、
会
員

数
35
人
）
で
は
、
会
員
た
ち
が
生

産
・
出
荷
し
た
花
・
野
菜
な
ど
の

農
産
物
を
持
ち
寄
り
、
味
わ
っ
て

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
館
山
養

護
老
人
ホ
ー
ム
（
市
内
湊
、
入
所

者
数
70
人
）
と
館
山
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
（
入
所
者
数

100
人
）
を

訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
研
究
会
は
、
農
業
諸
問
題

の
研
究
や
相
互
交
流
、
経
営
・
生

活
改
善
な
ど
を
目
的
に
、
昭
和
53

年
に
市
内
在
住
の
若
い
専
業
農
業

従
事
者
で
組
織
さ
れ
、
花
卉
・
野

菜
・
畜
産
の
３
部
会
で
構
成
。
老

人
ホ
ー
ム
の
慰
問
は
、
研
究
会
の

活
動
の
一
環
と
し
て
、
平
成
２
年

度
か
ら
毎
年
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
ス
ト
ッ
ク
・

金
魚
草
・
ユ
リ
の
花
束
、
い
ち

ご
・
し
い
た
け
・
セ
ロ
リ
ー
・
レ

タ
ス
な
ど
の
野
菜
と
牛
乳
パ
ッ

ク
。
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
渡
辺
富

雄
施
設
長
は
「
一
足
早
い
春
を
運

ん
で
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
い
ま

す
。
野
菜
は
食
材
と
し
て
大
切
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
、

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

30
回
も
球
場
へ
行
っ
て
い
る
松
本

な
お
き

直
樹
く
ん
（
館
山
小
６
年
）
は
、

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
で
父
親
の
浩
義

さ
ん
と
壇
上
に
上
が
り
、
同
じ
名

な
お
き

前
の
松
本
尚
樹
選
手
の
セ
カ
ン
ド

か
ら
サ
ー
ド
へ
の
コ
ン
バ
ー
ト
に

つ
い
て
質
問
す
る
場
面
も
。
最
後

は
「
ウ
イ
　
ラ
ブ
　
マ
リ
ー
ン

ズ
」
の
大
合
唱
で
、
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

民 の 広 場市

ぼ
く
ら
が
作
っ
た
野
菜
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
農
業
青
年
ら
が
老
人
ホ
ー
ム
へ

ー
サ
ー
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ー

「
ふ
る
さ
と
九
重
」
追
加
発
刊
！

九
重
地
区
公
民
館
で
は
、
昨
年

発
刊
し
た
郷
土
誌
「
ふ
る
さ
と
九

重
」
（
A4
判

209
ペ
ー
ジ
）
の
追
加

発
刊
を
し
ま
す
。
こ
の
郷
土
誌

は
、
九
重
地
区
に
残
る
遺
跡
や
伝

説
、
自
然
な
ど
を
「
忘
れ
ら
れ
な

い
う
ち
に
残
そ
う
」
と
10
年
の
歳

▲質問する松本くん

明るい玄関になりました



　
日
程
／
５
月
12
日
（
土
）
、
13

日
（
日
）
、
19
日
（
土
）
、
20
日

（
日
）
、
26
日
（
土
）
、
30
日

（
水
）
、
６
月
３
日
（
日
）
、
13

日
（
水
）
、
17
日
（
日
）
、
24
日

（
日
）

　
時
間
／
午
後
７
時
～
午
後
９
時

　
場
所
／
市
民
体
育
館
（
二
中
）

　
種
目
／
社
交
ダ
ン
ス
（
ジ
ル

バ
・
ル
ン
バ
・
ワ
ル
ツ
・
タ
ン
ゴ

な
ど
）

　
対
象
／
18
歳
以
上
の
市
民
で
、

健
康
に
自
信
が
あ
る
初
心
者

　
定
員
／
30
人

　
受
講
料
／
無
料

　
申
込
締
切
／
５
月
１
日
（
火
）

必
着

　
服
装
／
運
動
の
で
き
る
服
装

　
日
程
／
５
月
７
日
（
月
）
、
９

日
（
水
）
、
11
日
（
金
）
、
14
日

（
月
）
、
15
日
（
火
）
、
18
日

（
金
）
、
21
日
（
月
）
、
25
日

（
金
）
、
26
日
（
土
）
、
27
日

（
日
）
、
28
日
（
月
）
（
28
日
は

26
日
の
雨
天
予
備
日
）

　
時
間
／
午
後
７
時
～
午
後
９
時

【
た
だ
し
、
26
日
は
午
後
１
時
～

午
後
３
時
、
27
日
は
午
前
10
時
～

正
午
】

　
場
所
／
市
民
体
育
館
（
二
中
）

【
た
だ
し
26
日
、
27
日
は
市
民
運

動
場
。
雨
天
の
場
合
は
市
民
体
育

館
で
両
日
と
も
午
後
７
時
～
午
後

９
時
】

　
対
象
／
18
歳
以
上
の
市
民
で
、

健
康
に
自
信
が
あ
る
初
心
者

　
定
員
／
40
人

　
受
講
料
／
無
料

　
申
込
締
切
／
４
月
26
日
（
木
）

必
着

　
持
ち
物
／
運
動
の
で
き
る
服
装

　
個
人
種
目

　
団
体
種
目
（
チ
ー
ム
４
人
の
合

①
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ム

レ
ー
ス

　
個
人
種
目
／
800
ｍ
（
男
子
・
女

子
）
、
　
３
千
200
ｍ
（
男
子
・
女

子
）

　
団
体
種
目
／
３
千
200
ｍ
（
800
ｍ

×
４
人
）

②
ラ
イ
フ
ガ
ー
ド
コ
ン
ぺ
テ
ィ

シ
ョ
ン
　

　
個
人
種
目
／
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ

ス
、
ラ
ン
・
ス
イ
ム
・
ラ
ン

③
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
個
人
種
目
／
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
ス

　
団
体
種
目
／
ビ
ー
チ
リ
レ
ー

（
200
ｍ
×
６
人
）

　
個
人
種
目
／
各
種
目
二
百
人

　
団
体
種
目
／
各
種
目
百
チ
ー
ム

　
昨
年
の
大
会
に
は
、
全
国
か
ら

千
200
人
余
り
の
参
加
者
が
あ
り
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
ス
イ
ム
レ
ー
ス
は
、
海
に
浮
か

べ
た
１
周

800
ｍ
の
特
設
コ
ー
ス

で
、
１
周
ま
た
は
４
周
し
て
タ
イ

ム
を
競
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
命
救
助
の
技
術
を
競

う
「
ラ
イ
フ
ガ
ー
ド
コ
ン
ぺ
テ
ィ

シ
ョ
ン
」
と
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に

よ
る
「
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
ス
選
手

権
」
も
同
時
に
開
催
し
ま
す
。

　
競
技
種
目
と
年
齢
区
分
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　「
第
５
回
館
山
国
際
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ム
レ
ー
ス
」の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。こ
の
レ
ー
ス
は
海
や
湖
、川
な
ど
で
一
定
の
距

離
を
決
め
、気
温
や
水
温
、海
流
な
ど
自
然
環
境
の
変
化
を
考
え
な
が

ら
泳
ぐ
ス
イ
ム
レ
ー
ス
で
す
。大
会
は「
海
の
日
」の
７
月
20
日（
金
）、

北
条
海
岸
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
す
。こ
の
機
会
に
自
分
の
力
を
試
し

て
み
ま
せ
ん
か
。申
込
み
の
締
切
は
、５
月
18
日（
金
）で
す
。

　
選
手
エ
ン
ト
リ
ー
料

①
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ム

レ
ー
ス

　
個
人
１
種
目
５
千
円

　
団
体
１
種
目
１
万
２
千
円

※
安
房
郡
市
内
在
住
者
は
半
額

②
ラ
イ
フ
ガ
ー
ド
コ
ン
ぺ
テ
ィ

シ
ョ
ン
　

　
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
ス
500
円

　
ラ
ン
・
ス
イ
ム
・
ラ
ン
500
円

③
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
ス
300
円

　
ビ
ー
チ
リ
レ
ー
１
チ
ー
ム
千
円

　
申
込
方
法
／
５
月
18
日
（
金
）

ま
で
に
、
商
工
観
光
課
に
あ
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
日

本
を
泳
ご
う
委
員
会
（
〒
103
―
０

０
１
６
　
東
京
都
中
央
区
日
本
橋

小
網
町
３
―
12
―
５
０
４
）
へ
。

　
問
合
せ
／
商
工
観
光
課

（
!
22
―
３
１
１
１
内
線
592
）

①18歳以下

②19～29歳

③30～39歳

④40～49歳

⑤50～59歳

⑥60～69歳

⑦70歳以上

①119歳以下

②120～159歳

③160～199歳

④200～239歳

⑤240歳以上

※
ラ
イ
フ
ガ
ー
ド
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
は
年
齢
不
問
。
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
は
小
学
生
ま
で
。

　
参 

加 

料

　
競
技
種
目

　
募
集
人
員

　
年
齢
区
分

　
テ
ニ
ス
教
室

ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
教
室

で
、
ラ
ケ
ッ
ト
、
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー

ズ

計
年
齢
）

　
対
象
は
、
出
産
・
育
児
に
向
け
て

が
ん
ば
っ
て
い
る
妊
婦
さ
ん
で

す
。
赤
ち
ゃ
ん
を
産
ん
だ
ば
か
り

の
お
母
さ
ん
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

や
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
体

験
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
当

日
、
直
接
会
場
へ
。
パ
パ
に
な
る

人
、
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん

に
な
る
人
も
大
歓
迎
で
す
。

　
会
場
／
保
健
セ
ン
タ
ー
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
２
階
）

　
時
間
／
午
後
１
時
～
午
後
４
時

　
持
ち
物
／
母
子
手
帳
、
筆
記
用

具　
問
合
せ
／
健
康
管
理
課
（
!
23

―
３
１
１
３
）

は
じ
め
て
の
出
産
だ
か
ら
…

パ
パ
・
マ
マ
学
級

　　持  ち  物

歯ブラシ、手鏡、

タオル、

牛乳空きパック

エプロン、三角巾、

みそ汁（さかづき

１杯程度）

バスタオルまたは

ズボン

　　　   　内容・テーマ

歯科保健の講義（妊娠中～乳幼児期）

ブラッシング指導、自己紹介・グルー

プワーク、歯科検診（申込者のみ）

妊娠中の日常生活の注意点、体の変化

にあわせた妊娠中の食生活のポイント

と調理実習、我が家の食卓ワンポイン

トチェック

妊娠・分娩について、陣痛時・出産時

に必要な補助動作の実習

出産後の生活での注意、家族計画、お人

形を使ってのオムツ替え・洋服替えなど

子育てをするようになるお母さん

へのアドバイス、乳児とのふれあい

（実際に赤ちゃんとふれあう）、出産

を体験した母親との交流

　期  日

 ４月13日

  （金）

 ４月20日

  （金）

 ４月27日

  （金）

 ５月 ７日

  （月）

 ５月11日

  （金）

パパ・ママ学級（母親学級）・４月コースの日程
　
館
山
市
民
と
交
流
し
よ
う
と
有

志
で
集
ま
っ
た
ポ
ー
ト
ス
テ
ィ
ー

ブ
ン
ス
市
民
23
人
が
、
今
月
13
日

か
ら
17
日
ま
で
、
館
山
市
を
訪
問

し
ま
す
。
こ
の
訪
問
に
あ
わ
せ
、

館
山
国
際
交
流
協
会
で
は
、
交
流

音
楽
会
と
親
睦
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー

を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
日
時
／
４
月
14
日
（
土
）
午
後

３
時
～
午
後
７
時

　
場
所
／
市
民
セ
ン
タ
ー

　
内
容
／
交
流
音
楽
会
（
午
後
３

時
～
午
後
４
時
50
分
）
【
南
総
少

年
少
女
合
唱
団
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
の
他
、

ポ
ー
ト
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
側
か
ら

も
ダ
ン
ス
や
演
奏
が
あ
り
ま
す
】

親
睦
交
流
会
（
午
後
５
時
～
午
後

７
時
）
【
飲
食
物
を
各
自
で
持
ち

寄
る
ポ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
形
式
で
す
】

　
問
合
せ
／
企
画
課
企
画
調
整
係

（
!
22
―
３
１
１
１
内
線

513
）

　
期
日
／
７
月
20
日
（
金
）

※
受
付
は
、
当
日
午
前
８
時
か
ら

行
い
ま
す
。

平成13年４月１日 ４５ だん暖たてやま

募 集

　
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
参
加
費
は
い
ず
れ
も
無
料
。
初
心
者
の
人
も
大

歓
迎
で
す
。
申
込
み
は
、
い
ず
れ
も
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
希
望
教
室
名
」
を
明
記
し
、
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
〒
294

―
８
６
０
１
　
ス
ポ
ー

ツ
課
へ
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。

　
問
合
せ
／
ス
ポ
ー
ツ
課
（
!
22

―
３
１
１
１
　
内
線
652

）

▲おととし８月の署名式

第５回

館山国際オープンウォータースイムレース

ス
ポ
ー
ツ
教
室

　湊にある市営温水プー

ルは、改修工事のため、

５月末まで利用できなく

なりました。大変ご迷惑

をおかけします。

問合せ／市営温水プール

　　　　　!22―5519

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

　
日
程
／
５
月
29
日
（
火
）
、
６

月
２
日
（
土
）
、
５
日
（
火
）
、

９
日
（
土
）
、
12
日
（
火
）
、
16

日
（
土
）
、
19
日
（
火
）
、
23
日

（
土
）
、
26
日
（
火
）
、
30
日

（
土
）

　
時
間
／
午
後
７
時
～
午
後
９
時

　
場
所
／
市
民
体
育
館
（
二
中
）

　
対
象
／
18
歳
以
上
の
市
民
で
、

健
康
に
自
信
が
あ
る
初
心
者
か
ら

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
初
級
・
中
級

者　
定
員
／
30
人

　
受
講
料
／
無
料

　
申
込
締
切
／
５
月
14
日
（
月
）

必
着

　
服
装
／
運
動
の
で
き
る
服
装
、

ラ
ケ
ッ
ト
、
シ
ュ
ー
ズ

ポ
ー
ト
ス
テ
ィ
ブ
ン
ス
市
民
と
の
交
流
音
楽
会
・
親
睦
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー



 総合計画キャッチフレーズ

「新世紀 みんなで創る 夢のまち」に

お 知 ら せ
　
土
地
や
家
屋
な
ど
の
固
定
資
産

の
価
格
は
、
３
年
ご
と
に
見
直
し

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
評
価
替
え
と
い
い
、
平
成

12
年
度
が
評
価
替
え
の
年
度
で
し

た
の
で
、
平
成
13
年
度
と
平
成
14

年
度
の
価
格
は
原
則
と
し
て
据
え

置
き
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
引

き
続
き
地
価
が
下
落
傾
向
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
平
成
13
年
度
も
宅
地

な
ど
の
土
地
の
価
格
に
つ
い
て
、

減
額
修
正
を
行
い
ま
す
。

　
土
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税

は
、
負
担
水
準
の
均
衡
化
を
基
本

的
な
考
え
と
し
た
税
負
担
の
調
整

　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
別
荘
も
含

み
、
日
常
生
活
用
の
住
宅
が
建
て

ら
れ
て
い
る
土
地
は
、
課
税
標
準

の
特
例
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
小
規
模
住
宅
用
地
（

200
㎡
以
下

の
部
分
）
の
課
税
標
準
額
は
価
格

の
６
分
の
１
、
そ
の
他
の
住
宅
用

地
（

200
㎡
を
超
え
る
部
分
）
の
課

税
標
準
額
は
、
価
格
の
３
分
の
１

と
な
り
ま
す
。

　
問
合
せ
／
税
務
課
資
産
税
係

（
!
22
―
３
１
１
１
内
線

542
・

543
）

平
成
13
年
度
公
共
下
水
道
が
使

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
区
域
の

土
地
所
有
者
な
ど
を
対
象
に
、

「
受
益
者
負
担
金
」
の
申
告
・
申

請
な
ど
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
受
益
者
負
担
金
の

決
定
の
基
礎
と
な
る
申
告
書
を
今

月
上
旬
に
対
象
者
宛
て
に
郵
送
し

ま
す
の
で
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で

申
告
し
て
く
だ
さ
い
（
直
接
、
申

告
す
る
場
合
は
、
土
・
日
曜
日
は

除
き
ま
す
）

申
告
期
限
／
５
月
１
日
（
火
）

　
郵
送
先
／
〒

294
―
８
６
０
１

下
水
道
課

日
時
／
４
月
20
日
（
金
）
午

前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　
場
所
／
菜
の
花
ホ
ー
ル

　
問
合
せ
／
下
水
道
課
管
理
係

（
!
22
―
３
１
１
１
内
線

472
）

＜商業用地等＞

＜住宅用地＞

措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。
負
担
水

準
と
は
、
平
成
13

年
度
の
価
格

（
評
価
額
）
に
対
す
る
平
成
12
年

度
課
税
標
準
額
の
割
合
を
い
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
負
担
水
準
の

高
い
土
地
は
、
前
年
度
の
負
担
に

据
え
置
き
、
負
担
水
準
の
低
い
土

地
は
、
負
担
調
整
措
置
に
よ
っ
て

税
負
担
の
均
衡
を
図
る
も
の
で

す
。
（
表
参
照
）

　
そ
の
結
果
と
し
て
、
平
成
13
年

度
の
価
格
（
評
価
額
）
が
前
年
度

の
価
格
（
評
価
額
）
に
比
べ
減
額

す
る
場
合
で
も
、
負
担
水
準
に
応

じ
た
な
だ
ら
か
な
調
整
措
置
が
適

用
さ
れ
る
た
め
、
必
ず
し
も
税
額

が
減
額
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
城
山
公
園
の
茶
室
、
雁
月
庵

は
、
茶
会
は
も
ち
ろ
ん
、
会
議
や

ク
ラ
ス
会
な
ど
市
民
が
使
え
る
施

設
で
す
。
サ
ー
ク
ル
活
動
、
文
化

　  時　間　　   市　民　   市民以外

午前９時～

正午　　　　　 
2,520円　 3,780円

午後１時～

午後４時30分　
2,940円　 4,410円

午前９時～

午後４時30分　
5,460円　 8,190円

こ
の
４
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
総
合
計
画

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

が
「
新
世
紀
　
み
ん
な

で
創
る
　
夢
の
ま
ち
」

に
決
ま
り
ま
し
た
。
こ

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

は
、
主
婦
の
宮
木
由
美

さ
ん
（
市
内
宮
城
）
の
作
品
で
、

188
通
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

「
広
報
の
総
合
計
画
を
読
ん
で
、

子
ど
も
が
小
さ
い
の
で
、
子
育
て

支
援
や
自
然
環
境
の
保
護
な
ど
安

心
し
て
子
ど
も
を
育
て
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
に
興
味
を
持
ち
ま
し

た
。
そ
れ
に
“
館
山
湾
を
活
用
し

平成13年４月１日 ６７ だん暖たてやま

初歩の韓国語教室
　　　～ことばと生活習慣～
日程／５月11日、18日、25日、６月１日、８

　　　日、15日、22日、29日、７月６日、13

　　　日（各金曜日、全10回）

時間／午前10時～正午

場所／コミュニティセンター
ヤン ウォンテク

講師／千葉県韓国教育院長　梁　源澤　氏

定員／20人（応募多数の場合は抽選）

教材費／1,500円の予定

締切／４月21日（土）

問合せ・申込み／北条地区公民館（!23―3111）

楽しい旅プラン作り教室
日程／５月９日、16日、23日、30日（各水曜

　　　日、全４回）

時間／午前９時30分～11時30分

場所／コミュニティセンター

講師／一般旅行業務取扱主任　大竹邦明　氏

定員／25人（応募多数の場合は抽選）

教材費／1,000円程度

締切／４月21日（土）

問合せ・申込み／北条地区公民館（!23―3111）

「身近な文化財の調べ方」教室
日時／４月21日（土）午前10時～午後３時30分

　　【雨天の場合は５月12日（土）に延期】

集合場所／市立博物館本館集会室

調査場所／沼地区

定員／20人（応募多数の場合は抽選）

参加費／80円（保険料）

講師／博物館学芸員

申込み／往復ハガキに「身近な文化財の調べ方教

　　　室希望」とし、住所・氏名・電話番号を明記

　　　して、〒294―0036 館山市館山351-2

　　　市立博物館まで。４月15日（日）必着。

備考／９月22日（土）に第２回目を予定していま

　　　す。今回落選した人はこの時優先します。

問合せ／市立博物館（!23―５２１２）

子どもの日茶会
日時／５月４日（金）・５日（土）いずれも午前

　　　10時から午後３時

場所／雁月庵（城山公園茶室）

参加料／小・中学生は無料。大人は一服300円

　　　（和菓子つき）

　
労
働
者
災
害
補
償
保
険
と
雇
用

保
険
の
「
年
度
更
新
」
の
手
続
き

は
、
５
月
21
日
（
月
）
ま
で
で
す
。

お
近
く
の
銀
行
や
郵
便
局
な
ど
を

通
じ
て
、
お
早
め
に
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

　
問
合
せ
／
千
葉
労
働
局
総
務
部

労
働
保
険
徴
収
課
（
!

043
―

221
―

４
３
１
７
）

労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付

活
動
、
学
校
教
育
活
動
な
ど
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
営
利

目
的
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
（
!
22

―
３
１
１
１
内
線

663
）

た
海
辺
の
ま

ち
づ
く
り
”

や
“
新
し
い

ま
ち
を
創
る

ひ
と
づ
く
り

”
な
ど
市
民

み
ん
な
で
ま

ち
づ
く
り
を

進
め
る
点
な

ど
、
力
強
さ

や
21
世
紀
に
向
か
っ
て
い
こ
う
と

い
う
意
気
込
み
の
よ
う
な
も
の
を

感
じ
て
、
こ
の
作
品
を
応
募
し
ま

し
た
。
ま
さ
か
選
ば
れ
る
な
ん

て
、
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
い
で
す

ね
」
と
宮
木
さ
ん
。

20
人
の
総
合
計
画
審
議
会
委
員

が
、
応
募
作
品
の
中
か
ら
上
位
３

点
を
選
考
。
こ
れ
を
参
考
に
市
長

が
決
定
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、

総
合
計
画
の
表
紙
の
見
出
し
と
し

て
掲
載
す
る
ほ
か
、
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

多
数
の
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ひでたか

▲宮木さんと長男秀隆くん

宅
地
な
ど
の
価
格
を
減
額
し
ま
す

地
価
下
落
時
は
土
地
価
格
を
見
直
し

負
担
水
準
に
応
じ
て
税
負
担
を
調
整

宅
地
の
課
税
標
準
の
特
例
措
置

※
出
張
受
付
も
行
い
ま
す

平成 13年度課税標準額＝
　　　平成 12年度課税標準額×負担調整率
固定資産税都市計画税額＝
　　　平成 13年度課税標準額×税率

　　負担水準

100％超

80％以上100％以下

40％以上80％未満

30％以上40％未満

20％以上30％未満

10％以上20％未満

10％未満

　　負担水準

75％超

60％以上75％以下

40％以上60％未満

30％以上40％未満

20％以上30％未満

10％以上20％未満

10％未満

講座・教室

雁
月
庵

ご
利
用
く
だ
さ
い

負担調整率

評価額の75％に引下げ

1.00

　　　　1.025

 　　　　1.05

　　　　1.075

 　　　　1.10

 　　　　1.15

負担調整率

 本則課税となり引下げ

1.00

　　　  1.025

 　　　　1.05

　　　　1.075

 　　　　1.10

 　　　　1.15

　
ク
ラ
ス
／
５
月
か
ら
来
年
３
月

ま
で
毎
月
募
集

　
日
時
／
各
ク
ラ
ス
と
も
毎
月
第

１
・
第
２
・
第
３
・
第
４
木
曜
日

の
午
後
６
時
か
ら
午
後
９
時

　
場
所
／
安
房
農
業
高
等
学
校

　
内
容
／
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
基
本

的
な
操
作
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

使
え
る
た
め
に
必
要
な
技
術
習
得

　
講
師
／
イ
ン
ト
・
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン

　
対
象
／
20
歳
以
上
で
、
パ
ソ
コ

ン
の
初
心
者
。
各
月
の
日
程
に
参

加
で
き
る
人

　
定
員
／
各
月
と
も
40
人
【
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選
】

　
費
用
／
無
料

　
申
込
み
／
往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望

講
習
月
を
明
記
し
、
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

記
入
し
て
、
申
込
み
先
ま
で

　
締
切
／
受
講
を
希
望
す
る
前
月

の
末
日
必
着

　
問
合
せ
・
申
込
み
先
／
〒

299
―

２
７
９
５
　
安
房
郡
和
田
町
海
発

１
６
０
４
　
県
立
安
房
農
業
高
等

学
校
　
は
じ
め
て
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
講
座
係
（
!
47
―
２
５
５
１
）

 あなたもできる！
　　　インターネット

　
安
房
農
業
高
校
で
も
Ｉ
Ｔ
講
習
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

来
年
３
月
ま
で
毎
月
ク
ラ
ス
を
編
成
。
今
か
ら
３
月
の

応
募
も
で
き
ま
す
。

▲雁月庵の使用料

公
共
下
水
道
の
受
益
者
負
担
の
申
告
受
付
開
始

はじめての

コンピュータ講座


